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１　問題の所在及び問題解決のための指標
　平成 22 年度「学校基本調査（速報）」（文部

























































̶From Lecture to Teaching and Learning̶
土　　屋　　　　　章
　　　　　　　　　　　　　　 
1 マーチン・トロウ 天野、喜多村訳『高学歴社会の大学―エリートからマスへー』東京大学出版会、1976 年、3頁。
2 マーチン・トロウ　前掲書　15 頁。
3 ボトルネックについては、Eliyahu M.Goldratt “THE GOAL” High Bridge Company,Third revised edition,2006 
で、Theory of Constraints（TOC）と纏められている。
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4 オルテガ・イ・ガセット 井上正訳『大学の使命』玉川大学出版部、1996 年、39 頁。
5 ここでは、教授＝授業と措定している。
6 オルテガ・イ・ガセット   同上。40 頁。
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　Not so, says the other sect. The child is the 
starting-point, the center, and the end. His 
development, his growth, is the ideal. It alone 
furnishes the standard. To the growth of the 
child all studies are subservient ; they are in-
struments valued as they serve the needs of 
growth. Personality, character, is more than 
subject-matter. Not knowledge of information, 


































































7 John Dewey “The Child and the Curriculum and The School and Society” The University of Chicago 
Press,1974, p.9.
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31）年 10 月 23 日文部省令第 28 号「大学設置
基準」第 30 条以来、改正されることなく現在
に至っているものである。
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9 平原、寺崎編集代表『新版　教育小事典（第 2版）』学陽書房、2006 年。
10 柴田義松「授業」奥田、河野監修『現代学校教育大事典　再版』ぎょうせい、1994 年。
 吉本均「授業」細谷、奥田、河野、今野編集代表『新教育大事典』第一法規、1990 年。
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示唆から、講義への招待（The student is the 
starting-point）と学生を中心にしようとする講









12 平沢茂「授業とその改善」吉本二郎編（代）『講座　学校学 3　教えることと教え方』第一法規、1988 年、146 頁。
13 平沢茂　同上、147 頁。
14 林竹二『教育の再生をもとめて』筑摩書房、1977 年、12 頁。
 盛岡大学紀要　第 28 号
―  111 ―


























































　ウォレン・ベニスは、「ON BECOMING A 
LEADER」で次のように述べる。
　At bottom, becoming a leader is synony-
mous with becoming yourself. It’s precisely 
that simple, and it’s also that diﬃ  cult.





　更に 2003 年改定版ですべての leader は、四
つの欠くことのできない能力
①共有できる意味を創造し他を引き入れる力





　In 1989 I urged you to discover and culti-
vate that authentic self, the part of you that 
　　　　　　　　　　　　　　 
15 佐藤一斎 川上正光訳『言志後録』講談社、1978 年、33 頁。
16 ヘーゲル 上妻精他訳『法の哲学』岩波書店、2000 年、序言 17－18 頁。
17 ジェームズ・M・クーゼス/バリー・Z・ポスナー 岩下貢訳『信頼のリーダーシップ』生産性出版、1995 年、15 頁。
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is most alive, the part that is most you.
　Now, as then, finding and nurturing that 
authentic self is the one sure way of becom-
ing a leader.








































































18 Warren Bennis “ON BECOMING A LEADER” Basic Books, New York .xxxiii （1989）and xxiv(2003).
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　　　： 4 月 1 日生まれの人の入学はいつか
　　　： leader と manager の違いは何か
　　　　　　　　　　　　　　 
19 宇佐美寛『大学の授業』東信堂、1999 年初版、28－29 頁。
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　この講義の中の give and take で念頭におい
ていることは次のようなことである。
　ア　 the Socratic Method(the maieutic Meth-
od)
　対話（対個人）及び group‐think を通し、
教 育＝ education、 つ ま り educate を 目 指
すこととなる。educate とは、外へ引き出す






instruction から education への道筋でもある。
educate できるものまで instruct していないか
である。
　ここで更に念頭においていることは、in-


























































22 宗岡嗣郎『リーガルマインドの本質と機能　久留米大学法政叢書 10』成文堂、2002 年、「はじめに」。 
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　イ　プロクルーステース





























































筆者の講義では 80 ～ 100 枚ほどの主たる教材













23 呉茂一『ギリシャ神話』新潮社、1994 年、522 頁。
24 毛涯章平『肩車にのって』第一法規、1985 年、はしがき。
25 佐々木俊介「授業の目指すもの」筑波大学教育学研究会編『現代教育学の基礎』ぎょうせい、1988 年（4版）、247 頁。
―  116 ―























           ω  
⍮⼂ࠍᓧࠆ㧔⍮⼂Σ㧕  
           χ  
 ⥄ಽߢ⊒⷗ߒߚ⍮⼂㧔ੱޔ߽ߩޔ⺒ᦠ㧔 act ive  readingޔ act ive  l i s te n ing㧕ޔ  
⥄ὼޔⅣႺޔ␠ળ㧕ࠍㅢߒߡ  
                                  
⥄Ꮖᢎ⢒ജ  
ࠍりߦઃߌߡ޿ࠆ  




ᕁ߁  χ  
᳇ઃߊ  χ  
ᖱႎ     χ  
㨊 ߆ ࠄ 
χ                
      χ  
⍮⼂ࠍ⥄ಽߩ߽ߩߣߔࠆ  
   㧔⍮⼂Τ㧕  
  ⍮⼂ᒻᚑޔ⍮⼂♖㍰ޔ  
⍮⼂⚵ߺ឵߃ޔ⍮⼂ഃㅧ  
      χ  
⢻₸⊛࡮วℂ⊛ߦ  







         







26 ダニエル・ピンク　大前訳『モチベーション 3.0 Drive』講談社、2010 年。
　　　　は stage の流れを示している。
　　　　は自律性へとつながる「re-spiral」である。この「自律性」とは、ダニエル・ピンクが I（ア
イ）と区別した行動に特徴的なモチベーション 3.0 の要素の意味である 26。
